
資料１－１

「国際分野における郵政行政の在り方に関する懇談会」開催要綱（案） 

 

１ 背景・目的 

 グローバル化が進展し、あらゆる社会経済活動においてＩＣＴの利活用が広まる中、国

際郵便の分野においても、信頼性・迅速性を確保し、できるだけ安価で簡便に利用できる

高品質で多様なサービスを提供することが求められている。 

 また、国際郵便は各国郵政事業体・関連事業者の連携・協力により実現するサービスで

あり、郵便事業・市場が世界的にダイナミックな転換期を迎えている状況にあって、時代

の要請に合致した国際協力等を推進することが重要となっている。 

 本懇談会においては、このような諸情勢の下、行政として採るべき国際的対応の在り方

について、広範な視点から検討を行う。 

 

２ 名称 

本会の名称は「国際分野における郵政行政の在り方に関する懇談会」と称する。 

 

３ 検討事項 

（１） 現状の分析（世界的な動向の把握、主要な問題点・課題の整理） 

（２） 国際分野での郵政行政において持つべき視点 

（３） 今後とるべき国際的対応の基本的方向性 

（４） その他 

 

４ 構成員 

  別紙のとおり 

 

５ 運営 

（１） 本会は、郵政行政局長の懇談会として開催する。 

（２） 本会には、座長及び座長代理を置く。 

（３） 座長は、構成員の互選により定め、座長代理は座長が指名する。 

（４） 座長は、本会を招集し、主宰する。 

（５） 座長代理は、座長を補佐し、座長不在の時には、座長に代わって本会を招集し、主宰

する。 

（６） 座長は、必要に応じ、外部の関係者の出席を求め意見を聞くことができる。 

（７） 座長は、上記の他、本会の運営に必要な事項を定める。 

 

６ 開催期間 

 平成１９年１０月から平成２０年５月頃まで開催予定。 

 

７ 庶務 

 本会の庶務は、郵政行政局郵便課国際企画室が行う。 

 



（別紙） 

 

「国際分野における郵政行政の在り方に関する懇談会」構成員 
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